
 

  

 

 

 

サッカー部保護者の皆様、ＯＢ・ＯＧの皆様、日頃より本校サッカー部の活動にご理解

とご協力を賜りまして、感謝申し上げます。 

 

6 月 11 日（土）今野の小学校からの友人の結婚式が宇都宮であり、いろいろ考え迷った

挙句に参加することとしたので、Y2B 第 5 節(山東にとって 5 試合目)の新庄東戦に帯同でき

ませんでした。齋藤 GK コーチもお仕事の都合で休めず。としたら、志村監督代行！という

案もありましたが、ここはやはりグランドマネージャーである 3 年ユータローに采配をふる

ってもらうしかない。そして、監督代行の仕事には部報へのレポートという仕事が漏れなく

付いてくる、ということは教えていなかったのですが、素晴らしいレポートを書いてくれま

した。以下菅原(ユータロー)監督代行によるレポート、どうぞご覧ください。 

 

Y2 リーグ前期の県総体明け初めての試合が酒田の国体記念グラウンドで行われた。会

場はすばらしい天然芝で、天候は快晴なので、まさに「サッカー日和」であった。 

今日の相手は新庄東。一昨年の選手権では決勝まで駒を進めた実力のある高校である。

どうやら米工と同様にしっかりとした球際の競り合いができるチームのようで、厳しい戦い

が予想された（今野先生情報）。また、山東は前期中間考査のテスト休みの中での試合とい

うこともあり、監督ユータローは総力戦になると予想していた。 

1 時キックオフ。選手には球際をガツガツ戦って、まず一点取ろうと言って送り出す。

今日は遠方酒田での試合にも関わらず、いつものように清野総監督、後藤報道局長がお越し

になっている。本当に力になる。監督ユータローは早く報道局長にゴールシーンをとっても

らいたい。ベンチでは志村顧問がどっしりと構えて座っているが、今野監督がいないベンチ

はなんだか物寂しい。 

試合の入りは良かった。予想に反して DF ラインからパスを回して作ってくる新東に対

して、女性関係を自慢しがちなワタコーと控えめなシュンの CB コンビを中心に危なげなく

守りながら、徐々に相手陣内でプレスをかけて奪う展開が続く。その流れで、相手のパスを

インターセプトしたカイトがサンペーにパスを送りすかさずシュート。見事に突き刺さり山

東先制！ その後は山東が攻め続ける。特に左サイドのベジータとリキがとてもいいプレー

をしていた。リキはいつになく積極的なオーバーラップを見せた。ベジータはサイドハーフ

であるが、サイドの突破に加えて中に入ってトップ下のようなプレーもできる選手であるの

で、山東の攻撃に厚みを与えてくれる選手だ。今日は特に後者のプレーで活躍を見せた。 

その後も攻め続けるが決め手に欠く山東。監督ユータローが、中盤の選手に「二列目か

らの飛び出し」を要求。二列目と言われる中盤の選手達が FW を追い越して出ていくこと

で、攻撃の人数が増えて、自然と攻撃に厚みが出るのだ。すると、右 MF の 2 年アダチが

抜け出しポスト直撃のシュートを放つなど、決定的な場面が増え始めた。監督ニヤリ。そん
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な中でベジータが抜け出し、シュート。一度はじかれるが、再び押し込みゴール！ 2 対 0

とする。がしかし、その後は決めきれないまま前半終了付近の時間帯で、相手に 2、3 本ほ

どたて続けにシュートを打たれ少しひやりとする場面もあった。 

後半に入っても終始山東ペース。サンペーとユートの 3 年 FW コンビで攻撃を仕掛ける

が、なかなか点が入らない。そこで、前半のプレーで少し負傷したヒロをカズマに交代しよ

うと試みる監督ユータロー。しかし、なかなか決心がつかないでいると、サンペーのショー

トコーナーからそのヒロが狙いすましたミドルシュートを放ち、相手 GK が動けないような

スーパーシュートで 3 点目を追加する！ 監督の采配が的中した（ことにしよう）！ 彼

の性格からかみんなが盛り上がった。 

そこから勢いづいた山東は相手のミスを誘いサンペーが2点を追加し5対0とする。1、

2 年の頃には全く点を取れなかったサンペーが、ハットトリックを達成。素晴らしい。出来

るならもっと早くからそうして欲しかった。 

5 対 0 というスコアになったので、2 年 GK ハレルにかえて、これまで出場機会の少な

かった 3 年クロサカを投入。さらに、タクオやハヤトを投入しピッチに多くの 3 年生が立

つ。残る交代枠は 1 つで、ベンチには監督ユータローと応援団長フミキ。迷わず監督自ら

の出場を選択し、出場。その後を追加点を狙うが奪えず、5 対 0 で試合が終了。 

ベジータやサンペーを筆頭に個のうまさがところどころ見られたが、チームとしての攻

撃力という課題が突きつけられた試合であった。新庄東高校の皆様ありがとうございました。 

県総体からのことだが、ベンチ外のメンバーの応援がとても良く、力になっている。良

き伝統になっていって欲しいと思う。保護者の方々も遠方まで応援ありがとうございました。

次節山形明正戦は新チームの初陣となります1！ 是非たくさんのご声援よろしくお願い致

します。 

6 月 25 日（土）Y2B 第 6 節 VS 山形明正 A 10：00～ ＠山形明正 G 

 

 

                                                   
1 【顧問注】その翌週 7 月 2 日（土）も Y2B で山形明正 A と 2 連戦の山東。そしてその後、7 月 9 日（土）

に山本学園 A 戦という順延となった試合をして、すべてのチームと一回対戦したことになる。3 年生は

県リーグで一巡するまで現役を続ける、というのがヨシタカの代から一つの伝統になっている山東とし

ては、明正 A にだけ 3 年生が二回戦うというのも公平さを欠く。そう判断し、6 月 25 日と 7 月 2 日の

どちらかを新チーム（選手権に臨むメンバー）で戦うこととしました。ちょうど 6 月 25 日に 3 年生理系

の学習会か何かあるそうなので、6 月 25 日を新チーム初戦としました。ただし、新チームと言っても、

選手権まで現役続行宣言した 3年生 1 名は出場しますよ！ 


